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令和２年度
全国統一防火標語

「その火事を
　 防ぐあなたに
　　　 　金メダル」

みんなで

　街を守ろう！

太宰府天満宮幼稚園児

　　　　による防火パレード

場所：太宰府天満宮参道



リコール製品の火災にご注意を！！

リコール製品であることを知らずに使用していませんか？

リコールとは・・・
　製造上または設計上の不具合があったことにより、点検・修理等を呼び
かけることを言い、その製品については、新聞やホームページなどを通じ
て告知されます。
　リコール対象の製品や車両は、不具合の内容により、使用を続けると火
災になるものが多くあり、条件次第では大きな被害となる恐れがあります。

石油
ストーブ 石油ファン

ヒーター

電気ストーブ
（扇風機型、角型、他）

電気温風
ヒーター

電気
こたつ

エアコン

リコール製品事例【エアコン】

製造工程上の不具合によ
り、ファンモーターが発
熱・発火し、製品の発煙・
発火になる恐れがある。

リコール製品事例【電気ストーブ】

使用中の発熱により、製品
外観の変色・変形や異臭等
の恐れがある。

リコール製品事例【電気こたつ】

取付部品の不具合により、
ヒーターユニット落下によ
る焦げ等の事故が発生する
恐れがある。

リコール製品事例【石油ファンヒーター】

点火用の電極の不具合により、
正常に点火せず、エラーが表示さ
れ、本体が過熱する恐れがある。

冬は空気が乾燥し、暖房器具を使う機会が多くなります。
暖房器具による事故が増え、火災も増えてきます！
今一度使用方法を確認して、冬を安全に、温かく過ごしま
しょう！！

チェック!!

【製品のリコール情報を掲載しているホームページの紹介】
　 ・ 消費者庁ホームページ （リコール情報サイト）
　 ・ 経済産業省ホームページ
　 ・ｎｉｔｅ（独立行政法人製品評価技術基盤機構） ホームページ　ｅｔｃ． 　　　　　　　
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NET１１９緊急通報システム
NET１１９は聴覚や発話等の障がいにより、音声での緊急通報
が困難な方を対象とした、スマートフォンや携帯電話を使って
消防へ緊急通報できるサービスです。
当消防本部では、令和２年８月３日より運用を開始しています。
ご利用いただくには “事前登録” が必要ですのでお問合せを！

～ NET119 あんしんあんしん ポイント ～
かんたん操作Point.1

外出先からでも
利用可能Point.2

チャットでの
やりとりPoint.3

いつでも練習Point.4

お問合せ先　筑紫野太宰府消防本部　指令課 TEL　092-922-5164　　FAX　092-922-5121
メール　shirei@chikuta119.jp

情報発信ツールの一つとして公式ＳＮＳを活用することによ
り、当消防本部に関する様々な情報及び魅力をより多くの
皆さまにお届けすることを目的としています。
消防本部の紹介や行事予定、また日頃の訓練等も随時更新
していきますので、ご利用宜しくお願いします！

https://www.facebook.com/chikuta119

https://www.twitter.com/chikuta119

フェイスブックより

「掲載内容の一部」

ツイッターより

筑紫野太宰府消防本部公式SNS

～ 道路交通法施行令第１４条（抜粋）～

緊急自動車のサイレンにご理解とご協力を！

・サイレンを鳴らすこと
・赤色の警光灯をつけること

以上の２点を行わなければ、消防車や救急車
は緊急走行をすることができません。
皆さんのご理解とご協力を、よろしくお願い
いたします。

救急車をお願いし
ます。
近所迷惑になるか
らサイレンは鳴ら
さないで下さい

道路交通法により
定められているの
で、サイレンを停
止することはでき
ません
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消防署と消防団が年末特別警戒を実施します！
～守ります年末の安全を～

年末特別警戒実施期間

　　令和２年１２月２５日（金）から令和２年１２月３１日（木）まで

（消防車両等を使用して地域を巡視します。）

この時期は、寒さが一段と厳しさを増し、火の取り扱いや暖房器具を使用する機会が増えます。また、
年末年始は慌ただしさから、ちょっとした不注意で火災が発生しています。
さらに、空気が乾燥し、延焼拡大の危険性が大きいことから、年末特別警戒を実施します。

火の用心を心がけましょう！

消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
の
安
全
な
取
扱
い
に
つ
い
て
！

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
対
策
で
、
消
毒

用
ア
ル
コ
ー
ル
を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
は
火
気
に
よ
り
引
火
し
や
す
く
、

発
生
す
る
蒸
気
は
可
燃
性
で
空
気
よ
り
重
く
低
所
に

滞
留
し
や
す
い
た
め
、
取
り
扱
う
場
合
に
は
次
の
項
目

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

容器を落下させたり、衝撃をあた

えることのないように気をつける

火気の近くで使用しない！

容器へ詰替える場合は、漏れや、溢れ
又は飛散しないように注意する。
火気厳禁などの注意事項を記載する

火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
注
意
事
項

〈
イ
ラ
ス
ト
消
防
庁
よ
り
抜
粋
〉

〈
イ
ラ
ス
ト
消
防
庁
よ
り
抜
粋
〉

飛
沫
防
止
用
シ
ー
ト
か
ら
発
生
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
災
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

【飛
沫
防
止
用
シ
ー
ト
設
置
時
の
注
意
事
項
】

　
□
火
災
事
例
・
・
・
大
阪
府
の
商
業
施
設
内
の
た
ば
こ
売
り

場
に
お
い
て
客
が
試
し
に
ラ
イ
タ
ー
を
点
火
さ
せ
た
と
こ
ろ
、

レ
ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
い
た
飛
沫
防
止
用
シ
ー
ト
に

着
火
し
ま
し
た
。

直射日光や高温となる場所では

保管しない！
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ピ
ー
ピ
ー

火
事
で
す
！

ピ
ー
ピ
ー

火
事
で
す
！

ボタンを押す又は、 ひもを引いて動作確認！

し
〜
ん

出動車両11号車・21号車

住
警
器
の
お
手
入
れ
で

　
住
宅
を
さ
ら
に
安
全
に
！

「令
和
２
年
７
月
豪
雨
」　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
活
動
報
告
！

緊
急
消
防
援
助
隊

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
電
池
切
れ
や
電
子
部

品
の
寿
命
な
ど
で
、
火
災
を
感
知
で
き
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
普
段
か
ら
の
維
持
管
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

□
定
期
的
な
動
作
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

□
定
期
的
に
掃
除
を
し
ま
し
ょ
う
。

※

電
池
は
、
設
置
か
ら
10
年
を
目
安
に
交
換
を

行
う
の
が
お
す
す
め
で
す
！

✓✓

・
・
・

熊本県を中心に九州地方、中部地方等で甚大な被害をもたらした

「令和２年７月豪雨」発生に伴い、緊急消防援助隊福岡県大隊とし

て、当消防本部から12日間、延べ27名の職員を派遣しました。

正
常
の
場
合

異
常
の
場
合

※一般社団法人 日本火災報知機工業会から抜粋

電
池
切
れ
、
若
し
く
は
本
体
の
故
障
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

早
め
の
交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。

帰隊式

出発式

後方支援隊活動風景

消防署と消防団が年末特別警戒を実施します！
～守ります年末の安全を～

年末特別警戒実施期間

　　令和２年１２月２５日（金）から令和２年１２月３１日（木）まで

（消防車両等を使用して地域を巡視します。）

この時期は、寒さが一段と厳しさを増し、火の取り扱いや暖房器具を使用する機会が増えます。また、
年末年始は慌ただしさから、ちょっとした不注意で火災が発生しています。
さらに、空気が乾燥し、延焼拡大の危険性が大きいことから、年末特別警戒を実施します。

火の用心を心がけましょう！

消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
の
安
全
な
取
扱
い
に
つ
い
て
！

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
対
策
で
、
消
毒

用
ア
ル
コ
ー
ル
を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
は
火
気
に
よ
り
引
火
し
や
す
く
、

発
生
す
る
蒸
気
は
可
燃
性
で
空
気
よ
り
重
く
低
所
に

滞
留
し
や
す
い
た
め
、
取
り
扱
う
場
合
に
は
次
の
項
目

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

容器を落下させたり、衝撃をあた

えることのないように気をつける

火気の近くで使用しない！

容器へ詰替える場合は、漏れや、溢れ
又は飛散しないように注意する。
火気厳禁などの注意事項を記載する

火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
注
意
事
項

〈
イ
ラ
ス
ト
消
防
庁
よ
り
抜
粋
〉

〈
イ
ラ
ス
ト
消
防
庁
よ
り
抜
粋
〉

飛
沫
防
止
用
シ
ー
ト
か
ら
発
生
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
災
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

【飛
沫
防
止
用
シ
ー
ト
設
置
時
の
注
意
事
項
】

　
□
火
災
事
例
・
・
・
大
阪
府
の
商
業
施
設
内
の
た
ば
こ
売
り

場
に
お
い
て
客
が
試
し
に
ラ
イ
タ
ー
を
点
火
さ
せ
た
と
こ
ろ
、

レ
ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
い
た
飛
沫
防
止
用
シ
ー
ト
に

着
火
し
ま
し
た
。

直射日光や高温となる場所では

保管しない！

お

知

ら

せ

★
防
火
管
理
講
習

　
甲
種
防
火
管
理(

新
規)

講
習　
消
防
本
部
主
催

　
　
期
日　
令
和
３
年
３
月
13
日
（
土
）
・
14
日
（
日
）

　
　
講
習
会
場　
筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部　
定
員
35
名

★
危
険
物
取
扱
者
試
験

　
第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会(

乙
種
４
類)

　
　
期
日　
令
和
３
年
1
月 

30
日 (

土)　
予
定

　
　
講
習
会
場　
筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部

　
第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験(

全
種
類) 

　
　
期
日　
令
和
3
年
2
月
21
日 (

日)　
予
定

　
　
講
習
会
場　
福
岡
地
区
会
場　
九
州
産
業
大
学　
予
定

★
救
命
講
習

　
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
・
Ⅱ

　
　
第
４
回
目　
令
和
３
年 

２ 

月 

20
日 (

土)　

　
　
講
習
会
場　
筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部　
定
員
各
15
名

　
応
急
手
当
普
及
員
講
習

　
　
期
日　
令
和
２
年
12
月
13
（
日
）
・
19
（
土
）
・
20
（
日
）

　
ｅ
ー
ラ
ー
ニ
ン
グ
対
応
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

　
　
期
日　
奇
数
月
の
第
２
土
曜
日 (

１
月
の
み
最
終
土
曜
日)

　
　
講
習
会
場　
筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部　
定
員
15
名

★
消
防
行
事　

　
消
防
出
初
式

　
　
期
日　
令
和
３
年
１
月
10
日
（
日
）

　
　
場
所　
筑
紫
野
市
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー　

　
文
化
財
防
火
デ
ー

　
　
期
日　
令
和
３
年
１
月
26
日
（
火
）

　
春
季
火
災
予
防
運
動
週
間

　
　
期
日　
令
和
３
年
３
月
１
日
（
月
）
か
ら
７
日
（
日
）
ま
で

　
火
災
予
防
少
年
剣
道
大
会

　
　
期
日　
令
和
３
年
３
月
7
日
（
日
）
予
定

　
　
場
所　
筑
紫
野
市
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
状
況
に
よ
り
、
各
種
講
習
会
は
中
止
、
延
期
若
し

く
は
定
員
の
増
減
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
変
更
等
詳
細
に
あ
っ
て
は
、
随
時
当
消
防

本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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【
消
防
広
報
】

２
０
２
０
年
１
２
月
１
日
発
行

発
行
日
 年
２
回
（
６
月
・
１
２
月
）

発
行
　
筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部
　
編
集
　
広
報
班

〒
8
1
8
-0
0
8
4
　

福
岡
県
筑
紫
野
市
針
摺
西
一
丁
目
1番
1号
    

T
E
L
 0
9
2
-9
2
4
-5
0
3
4

消防本部及び筑紫野消防署
新庁舎運用開始（平成27年）

筑紫野町消防本部及び消防署設置（昭和42年）

昭
和
41
年
10
月
に
筑
紫
野
町
に
消
防
本
部
が
設
置
。

昭
和
45
年
４
月
に「
筑
紫
野
町
太
宰
府
町
消
防
組
合
」が
発
足
。

昭
和
47
年
に「
筑
紫
野
太
宰
府
消
防
組
合
」と
改
名
。

令
和
２
年
４
月
に
創
立
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昔
の
車
両
と
現
在
の
車
両
、昔
の
庁
舎
と
現
在
の
庁
舎
を
紹
介
し
ま
す
。

筑紫野太宰府消防組合創立50周年

現救助工作車

初代救助工作車

新 人 紹 介
　今年の４月に、筑紫野太宰府消防組合消防本部に採用された５名の消防士です。福岡県消防学校での
半年間に及ぶ初任教育課程を修了し各所属に配属されました。 名前と座右の銘を紹介します。

４人目の女性消防士誕生

Ｑ１消防士を志望した理由
　　　私の友人が倒れた際に、救急隊の方々が対応している姿を
見て、私も人を助けることができる人間になりたいと思い志望
しました。

Ｑ２．将来の目標
　　　市民の方や仲間に信頼され、安心してもらえるような消防
士になりたいです。

Ｑ３．メッセージ
　　　消防士という職業は男性というイメージが強いですが、女
性だからこそ活躍できる場がたくさんあります。消防士という
職業が皆さんの選択肢の一つに入るとうれしいです。

平山 裕太
「日々前進」

ひらやま ゆうた

仲真 悠介
「感謝を忘れずに」

なかま ゆうすけ

大楠 渡
「思い立ったが吉日」

おおぐす わたる

浦 龍丸
「気の持ちよう」

うら たつまる

本田 彩子
「継続は力なり」

ほんだ あやね

本田　彩子 消防士

筑紫野太宰府消防本部 検索⬅
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